
第２章 

「ユニバーサルデザインの視点を生かした授業づくり」の

実践・活用 

本章では，「ユニバーサルデザインの視点を生かした授業づくり」

について，「授業実践例」と「ユニバーサルデザインの視点を生かし

た授業づくり研修のすすめ方」を掲載しています。 

「授業実践例」では，ユニバーサルデザインの視点を生かした授業

を構想する上で重要な「本時のねらいの焦点化」や「ユニバーサルデ

ザインの視点を生かした本時の展開」などを示すとともに，実際の授

業場面における児童生徒の反応についても示しています。 

また，「ユニバーサルデザインの視点を生かした授業づくり研修の

すすめ方」では，各学校でユニバーサルデザインの視点を生かした授

業研修に取り組む際の手順やポイントを示しています。 

本章を読むことで，ユニバーサルデザインの視点を生かした授業の

イメージをつかむことができます。 
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ユニバーサルデザインの視点を生かした 

 

授業実践例 
 

 

 
小学校第３学年 国語科 単元「せつめいのしかたを考えよう」 

小学校第４学年 国語科 単元「物語を読んで考えたことを話し合おう」 

小学校第１学年 算数科 単元「どちらが ながい」 

小学校第５学年 算数科 単元「整数の性質」 

  

中学校第２学年 国語科 単元「いにしえの心を訪ねる」 

中学校第１学年 外国語科 単元「Lesson 6  My family in the UK」 
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【小学校における実践例①】

本単元では，筆者の説明の仕方に目を向けながら説明文「すがたをかえる大豆」を読み，

筆者の工夫を明らかにすることを目指している。そのために，話題提示や筆者の主張をと

らえたり，具体と抽象の関係を考えながら事例として挙げられた大豆を食べるくふうを読

み取ったりしていく。本時の授業は，事例の順序に着眼し，筆者の工夫を読む場面である。

本時は，事例の順序に着眼し，筆者の工夫を読むことをねらいとしている。そこで，事

例の順序に着眼しながら筆者の工夫を具体化していく。

下の資料は，「すがたをかえる大豆」の構成を示したものである。事例の並び方に目を

向けると，事例１～事例４については，単純な加工から複雑な加工の順に並んだり，でき

あがる食品が元の大豆の姿から変化する順に並んだりしている。そして，他のくふうとは

異なる特別なくふうとして

事例５が挙げられている。

このような事例の並び方

と筆者の主張の関係を考え

ると，筆者の工夫が明らか

になる。筆者は，五つの事

例を単純から複雑，一般か

ら特殊の順で並べることに

よって，読者の共感と驚き

を促し，筆者の主張である

「昔の人々の知恵の素晴ら

しさ」を強調しようとして

いるのである。 資料１ 「すがたをかえる大豆」の構成図

このような教材分析に基づき，本時のねらいを次のように設定した。

元の大豆の姿から段々と姿が変わり，くふうが段々と難しく特別になるように事例を

並べて，昔の人々の知恵の素晴らしさを分かりやすく伝えている筆者の工夫を読むこと

ができるようにする。

本時授業のねらいの焦点化

「
す
が
た
を
か
え
る
大
豆
」

（こ
れ
ら
の
ほ
か
に
）と
り
入
れ
る
時
期
や
育
て
方
を
く
ふ
う
し
た
食
べ
方
も

あ
り
ま
す
。

（い
ち
ば
ん
分
か
り
や
す
い
の
は
）大
豆
を
そ
の
形
の
ま
ま
い
っ
た
り
、
に
た
り

し
て
、
や
わ
ら
か
く
お
い
し
く
す
る
く
ふ
う
で
す
。

大
豆
の
よ
い
と
こ
ろ
に
気
づ
き
、
食
事
に
取
り
入
れ
て
き
た
昔
の
人
々
の
ち
え
に
お
ど

ろ
か
さ
れ
ま
す
。

（次
に
）こ
な
に
ひ
い
て
食
べ
る
く
ふ
う
が
あ
り
ま
す
。

（ま
た
）大
豆
に
ふ
く
ま
れ
る
大
切
な
え
い
よ
う
だ
け
を
取
り
出
し
て
、

ち
が
う
食
品
に
す
る
く
ふ
う
も
あ
り
ま
す
。

（さ
ら
に
）目
に
見
え
な
い
小
さ
な
生
物
の
力
を
か
り
て
、
ち
が
う
食
品
に

す
る
く
ふ
う
も
あ
り
ま
す
。

話題提示筆者の主張

国
分

牧
衛

か
た
い
大
豆
は
そ
の
ま
ま
で
は
食
べ
に
く
く
、
消
化
も
よ
く
な
い
た
め
、
い
ろ
い
ろ
手
を

く
わ
え
て
、
お
い
し
く
食
べ
る
く
ふ
う
を
し
て
い
る
。

豆
ま
き
の
豆

に
豆

き
な
こ

と
う
ふ

な
っ
と
う

み
そ

し
ょ
う
ゆ

え
だ
豆

も
や
し

大豆を加工するくふう特別なくふう

事例１事例２事例３事例４事例５（こ
の
よ
う
に
）大
豆
は
、
い
ろ
い
ろ
な
す
が
た
で
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

第３学年 国語科 単元「せつめいのしかたを考えよう」

（「すがたをかえる大豆」）
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【本時のねらい】

【本時の過程】

段階 主なねらいと学習活動 ユニバーサルデザインの視点

導 ○ 事例の順序と筆者の主張との関係について確かめ，【シンプル・ビジュアル】

入 本時学習のめあてをつかむ。 ・黒板上で事例の順序を

筆者は，なぜ，このようなくふうの順序で説明して 入れ替え，事例の順序

いるのか考えよう。 に意識を焦点化する。

展 ○ 前時学習を振り返り，本時学習の見通しをもつ。 【クリア】

開 ・それぞれのくふうは，作り方やできあがる食品が違 ・比較する観点を確かめ，

うから，「作り方」や「食品」を比べて考えよう。 見通しをもたせる。

○ 五つの事例の並び方について話し合い，「単純から 【ビジュアル】

複雑」「一般から特殊」の順で事例が並んでいること ・作り方の図や食品の写

をとらえる。 真を提示する。

・簡単から難しいくふうの順で並んでいると思う。な

ぜなら，「いるくふう」より「こなにするくふう」

の方が，手順がふえているし，他のくふうも…。

【シンプル・シェア】

○ 事例５が最後に書かれている理由について話し合 ・育て方のくふうと他の

い，一般的な加工のまとまりから特殊な加工の順で並 くふうの違いに意識を

んでいることをとらえる。 向け，話し合わせる。

・「育て方のくふう」は，他のと違って，「ダイズ」を

使ったくふうだから，最後に書かれていると思う。 【シンプル・シェア】

・黒板上で事例の順序を

○ 事例の並び方と筆者の主張とのつながりについて話 入れ替え，「どちらが筆

し合い，「単純から複雑」「一般から特殊」の順で説明 者の主張が伝わるか」

し，昔の人々の知恵の素晴らしさを伝えている筆者の と焦点化した話題で話

工夫をとらえる。 し合わせる。

・簡単なくふうから難しいくふうの順で説明した方

が，昔の人々の知恵の素晴らしさが伝わる。なぜな

ら，くふうが段々すごくなっていくから。

終 ○ 本時学習を振り返り，筆者の工夫についての自分の

末 考えをまとめる。

元の大豆の姿から段々と姿が変わり，くふうが段々と難しく特別になるよ

うに事例を並べて，昔の人々の知恵の素晴らしさを分かりやすく伝えている

筆者の工夫を読むことができるようにする。

本時のねらいと過程
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① 児童の思考過程を踏まえた段階的な学習展開

【クリア】

本時のめあてに向かって，児童が段階的に理解を深めながら学習活動を展開できるよ

うに，発問を焦点化して学習活動を構成する。

まず，事例を比較させ，事例が「単純から複雑」「一般から特殊」の順で並んでいるこ

とをとらえさせる。次に，事例５と事例

１～４を比較させ，事例５が特別なくふ

うの事例として挙げられていることに気

付かせる。最後に「このような順序で書

かれた場合と順序を入れ替えた場合で

は，どちらの方が筆者の主張が伝わるか」

と発問し，ねらいとする筆者の工夫に迫

らせる。このように発問を焦点化し，学

習活動を段階的に進めることで，多くの

児童の参加と理解につながる。 資料２ 児童の思考過程を踏まえた展開

② 事例に含まれる言語情報の図化

【ビジュアル】

「作り方」と「食品」の観点で各事例を比較し，事例の並び方について考えることが

できるように，各事例で説明されている作り方の手順を矢印と写真で示す。

右の写真１は，各事例で説明されてい

る作り方の手順を矢印と写真で示した図

である。この図を見ながら各事例を比較

すると，単純から複雑の順で事例が並ん

でいることや大豆の形に似ているものか

ら似ていないものになるように並んでい

ることに気付きやすくなる。また，前時

までに実施する各事例のくふうを読み取

る場面で，児童にこのような図を作成さ

せれば，言語情報を児童自身が図化しな

がら読み取ることにもつながる。 写真１ 作り方の手順を示した図

ユニバーサルデザインの視点を生かした本時過程の具体化

□ 事例は、どんな順序で並んでいるのか。
→簡単なくふうから難しいくふう。大豆と似ているるものから似ていな
いもの。しかし、事例５「育て方のくふう」だけは、当てはまらない。

□ なぜ、育て方のくふうは、最後に書かれているのか。
→事例１～４と違って事例５はダイズの育て方のくふうであり、特別
なくふうだから。

□ このような順序で書かれた場合と順序を入れ替えた場合では、
どちらの方が筆者の主張が伝わるか。
→このように書いた方が、だんだんとすごい知恵が出てくるため、驚
きながら読むことができ、昔の人々の知恵のすばらしさが伝わる。

筆者は、なぜ、このような事例の順序で書いたのか

Step1

Step2

Step3
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＜導入＞

事例の順序の意味を追究する本時学習のめあてをつかむ。

導入段階では，まず，前時学習を振り返り，筆者

が五つの事例を挙げながら昔の人々の知恵の素晴ら

しさを伝えようとしていることを確認した。次に，

右の写真のように黒板上で事例の順序を入れ替え，

「事例の順序は，これでもいいのかな？」と問い掛

けた。児童は，教材文との違いに気付き，「教材文

の方がいい。」とつぶやいた。そこで，「なぜ筆者が

このような順序で事例を並べたのか考えよう。」と

いう本時学習のめあてを設定した。 写真２ 順序を変えた事例の提示

＜展開①＞

前時学習を振り返り，本時学習の見通しをもつ。

ここでは，事例の並び方を明らかにしていく見通しをもたせるために，各事例の内容を

読み取った前時学習を振り返らせた。各事例を「作り方」とできあがる「食品」で整理し

た前時学習を想起させ，事例ごとに「作り方」や「食品」が異なることから，「作り方」

や「食品」を比べながら事例の並び方について考えていくことを確認した。

＜展開②＞

五つの事例の並び方について話し合い，単純から複雑，一般から特殊の順で事例が並ん

でいることをとらえる。

ここでは，各事例で説明されている「作り方」や「食品」を整理した図を活用させた。

児童は，次頁の写真のように，教室の側面に掲示した図を見たり，前時学習で自ら整理し

た図を見たりしながら，事例の並び方についての考えを学習ノートに書いていった。

ユニバーサルデザインの視点を生かした授業の実際

【シンプル・ビジュアル】

黒板上で事例の順序を入れ替え，事例の順序に意識を焦点化する。

【クリア】

各事例を「作り方」「食品」の観点で比較しながら事例の並び方を明らか

にすることを確かめ，学習の見通しをもたせる。

【ビジュアル】

各事例で説明されている作り方の手順を矢印と写真で示し，視覚的にとら

えながら事例の並び方について考えさせる。
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写真３ 教室掲示を参考にする児童 写真４ 前時のノートを参考にする児童

そして，事例がどんな並び方になっているのか，学級全体で交流した。児童からは，「作

り方が簡単なものから並んでいると思います。いり豆よりも違う食品にするくふうの方が，

矢印の数も増えて難しくなっているからです。」「大豆の形が変わっていく順番に並んでい

ると思います。いり豆は大豆だとすぐに分かるけど，みそやしょう油は大豆だと分からな

いからです。」など，各事例を「作り方」や「食品」の観点で比較しながら思考する発言

が見られた。

このことから，展開①で見通しをもたせたことが有効に働いたといえる。また，「矢印

の数も増えて…」という発言からは，図を参考にした児童の思考が垣間見え，「作り方」

を矢印で図化したことも，事例の並び方について考える上で有効であったといえる。

＜展開③＞

事例５が最後に書かれている理由について話し合い，一般的な加工のまとまりから特殊

な加工の順で並んでいることをとらえる。

展開②において事例の並び方について考える中で，事例５が事例１～４と異なることに

気付く児童の姿が見られた。そこで，事例１～４と事例５をつなぐ接続語「これらの他に

…」に着眼させ，「事例５と事例１～４は，どんな違いがあるのか。」と発問し，話し合わ

せた。すると，事例１～４と事例５を比較し，「育て方のくふうは，できあがる前の大豆

を使っているので，くふうの仕方が違うと思います。」「事例５では，『ダイズ』と片仮名

で書かれています。」などと意見を述べる児童の姿が見られた。そこで，事例１～４で一

般的なくふうについて説明し，事例５で特別なくふうについて説明していることを学級全

体で確認した。このように発問によって児童の意識を焦点化したことが，児童の思考を限

定し，事例のまとまりの違いをとらえることにつながったと考える。

【シンプル・シェア】

事例５と事例１～４の違いに児童の意識を焦点化して話し合わせ，事例の

まとまりの違いをとらえさせる。
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＜展開④＞

事例の並び方と筆者の主張とのつながりについて話し合い，「単純から複雑」「一般から

特殊」で説明し，昔の人々の知恵の素晴らしさを伝えている筆者の工夫をとらえる。

まず「昔の人々の知恵の素晴らしさ」を伝えようと

している筆者の主張を確認した。そして，黒板上で事

例の順序を入れ替え，「このように逆の順序で説明し

た場合と，筆者の順序で説明した場合では，どちらが

昔の人々の知恵の素晴らしさが伝わりますか。」と発

問し，話し合わせた。児童からは，「筆者の順番の方

がいいです。なぜなら、簡単な方から説明した方が納 写真５ 黒板上で事例を入れ替える

得しながら読むことができるからです。」「やっぱり筆者の順番の方がいいです。それは、

だんだん驚くような順番になっているからです。」という意見が出された。そこで，「読者

が分かりやすく驚きながら読めるように事例を並べ，昔の人々の知恵の素晴らしさを伝え

ているんだね。」と筆者の工夫をまとめていった。

＜終末＞

本時学習を振り返り，筆者の工夫についての自分の考えをまとめる。

最後に，筆者の工夫に対する自分の考えをまとめさせた。「筆者が事例の並べ方を工夫

して，読む人が分かりやすくしているのがよく分かりました。」「筆者は，読む人に分かり

やすく，驚かせるために事例の並べ方を工夫していることが分かりました。私もまねした

いです。」などと，自分の考えをまとめる姿が多数見られた。このことから多くの児童が，

本時のねらいとする筆者の工夫に迫ることができたと考える。

本実践を参観した先生方からは，次のような声が聞かれた。

本時場面の実践を終えて

【シンプル・シェア】

黒板上で事例の順序を入れ替え，「どちらが筆者の主張が伝わるか」と焦

点化した話題で話し合わせ，筆者の工夫をとらえさせる。

・筆者の工夫を考えるという難しい場面でしたが，発問を焦点化し，段階的

に授業を進められたので，ほとんどの児童たちが筆者の工夫に気付くこと

ができていました。発問の焦点化の大切さを再認識しました。

・各事例のくふうを矢印を使ってまとめるのはよい手立てだと思いました。

矢印でまとめたものを見て考えることができたので，多くの児童が事例の

並び方について自分の考えを書くことができていました。
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【小学校における実践例②】

教材文「ごんぎつね」は，ごんと兵十のすれちがいの関係の悲しさが描かれた作品であ

る。本単元では，ごんと兵十の気持ちを想像しながら二人の関係の変化を読むことを目指

している。本時の授業は，最終場面で変化するごんと兵十の関係を読む場面である。

本時は，前場面とつなぎながらごんと兵十の気持ちを想像し，最終場面のごんと兵十の

関係を読むことをねらいとしている。

そこで，叙述を基にごんと兵十の気持

ちを具体化していく。

本時場面は，兵十の視点を中心に描

かれているため，先に兵十の気持ちを

具体化する。前場面までの兵十は，ご

んに対して「あのごんぎつねめ。」と

怒りの感情をもっていた。しかし，毎

日くりや松たけを届けてくれていたの

がごんであることに気付き，ごんへの

感謝や後悔の気持ちが生まれる。 資料１ 最終場面のごんと兵十の関係

一方，撃たれたごんについては，「ぐったりと目をつぶったまま，うなずきました。」と

だけしか描かれていない。しかし，「神様にお礼を言うんじゃあ，おれは引き合わないな

あ。」とつぶやいた前の場面とつなぐことで，自分の行為に気付いてもらえた喜びを感じ

ているごんの気持ちが想像できる。これらのことから，ごんの一方的な思いが兵十に伝わ

り，ごんと兵十はついに分かり合えたと読むことができる。しかし，兵十は，ごんがくり

を届けてくれたことには気付いても，「うなぎの償い」「兵十への親近感」から，くりを届

けたごんの真意までは気付くことができなかったともいえる。

このような教材分析に基づき，本時のねらいを次のように設定した。

ごんの行為に気付いた兵十の驚きや後悔の思い，自分の行為に気付いてもらえて喜ぶ

ごんの思いを読むとともに，死をもってしてもすべてを分かり合うことができなかった

ごんと兵十の関係を読むことができるようにする。

ご
ん
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っ
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目
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ま
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き
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。
」

ごんへの感謝、後悔

気づいてくれた喜び

〔
兵
十
〕

〔
ご
ん
〕

「神
様
に
お
礼
を
言
う
ん
じ
ゃ
あ
、

お
れ
は
引
き
合
わ
な
い
な
あ
。
」

「お
れ
と
同
じ
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
兵

十
か
。
」

兵十ごん

本時授業のねらいの焦点化

第４学年 国語科 単元「物語を読んで考えたことを話し合おう」

（「ごんぎつね」）



29

【本時のねらい】

【本時の過程】

段階 主なねらいと学習活動 ユニバーサルデザインの視点

導 ○ 前時場面までのごんと兵十の関係を振り返り，本時【シンプル・ビジュアル】

入 学習のめあてをつかむ。 ・ごんと兵十の関係図を

最後の場面のごんと兵十の気持ちを読み，二人は分 示し，二人の関係に意

かり合えたのか考えよう。 識を焦点化する。

展 ○ 本文を通読し，本時学習の見通しをもつ。 【クリア】

開 ・この場面は兵十の視点で書かれているので，兵十の ・兵十の視点で書かれて

気持ちを考えてからごんの気持ちを考えよう。 いることを確かめ，学

習の見通しをもたせる。

○ 表情図を基にしながら兵十の気持ちについて話し合 【ビジュアル】

い，兵十のごんに対する感謝，後悔の思いを読む。 ・兵十の気持ちを表情図

・ごんがくりをもってきてくれていたことを知り，兵 で表すことで，気持ち

十はごんに感謝していると思う。 を言語表現する困難を

・「火なわじゅうをばたりと取り落としました」と書 解消する。

いてあるので，兵十は後悔していると思う。

○ うなずいた時のごんの気持ちについて話し合い，兵 【シンプル・シェア】

十に気付いてもらえたごんの喜びの思いを読む。 ・うなずいた時のごんの

・前の場面では「おれは引き合わないなあ。」と残念 気持ちに焦点化した発

がっていたから，兵十に「ごん，おまいだったのか。」 問をした上で，ペア対

と気付いてもらえて，ごんは喜んでいると思う。 話をさせる。

○ 前時場面とつなぎながらごんと兵十の関係について 【シンプル・シェア】

話し合い，死をもってしてもすべてを分かり合うこと ・「兵十が気付いたこと」

ができなかった二人の悲しい関係を読む。 「気付けなかったこと」

・兵十は，ごんがくりを届けていたことには気付いた の観点で話し合わせる。

けど，ごんの気持ちまでは分からなかったと思う。

終 ○ ごんに対する手紙を書き，本時学習で読んだ内容に

末 対する自分の考えをもつ。

ごんの行為に気付いた兵十の驚きや後悔の思い，自分の行為に気付いても

らえて喜ぶごんの思いを読むとともに，死をもってしてもすべてを分かり合

うことができなかったごんと兵十の関係を読むことができるようにする。

本時のねらいと過程
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① 人物関係図を用いて，児童の意識を焦点化

【シンプル・ビジュアル】

「最後の場面のごんと兵十は分かり合えたのか。」という本時のめあてをつかませる

ために，人物関係図を用いて前場面までの二人の関係を提示する。

本時は，死をもってしてもすべてを分かり合うことができなかったごんと兵十の関係を

読むことをねらいとしている。そのためには，児童の意識をごんと兵十の関係に向けさせ

ることが重要である。

資料２ ごんと兵十の人物関係図

そこで，資料２のような人物関係図を用いて，前時までのごんと兵十の関係を振り返ら

せる。そして，「分かり合えずにいた二人が，本時場面では分かり合うことができたのか。」

という本時のめあてに児童の意識を焦点化する。

② 兵十の気持ちを表情図を用いて表現

【ビジュアル】

言語表現が得意ではない児童も主体的に兵十の気持ちを追究することができるよう

に，兵十の気持ちを表情図に表現し，理由を説明させる。

児童の中には，言語表現よりも図や絵

を用いて自分の考えを表現する方が得意

な児童もいる。そこで資料３のように，

想像した兵十の気持ちを絵で表現させ，

そのような表情にした理由を説明させ

る。そうすることで，言語表現が得意で

はない児童も，主体的に兵十の気持ちを

追究することにつながる。 資料３ 兵十の表情図の例

・神様に感謝
・ごんに対する怒り

・気付いてほしい
・兵十に近づきたい

兵十 ごん

ユニバーサルデザインの視点を生かした本時過程の具体化
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＜導入＞

ごんと兵十の関係を追究する本時学習のめあてをつかむ。

導入段階では，まず，写真１のように，人物

関係図を用いて前時までのごんと兵十の関係を

振り返らせた。そして，ごんは兵十に近づきた

いと思っているのに，兵十はそのことに気付い

てくれないという二人の関係を確かめた。そこ

で，「最後の場面で，ごんと兵十は分かり合えた

のかな？」と発問した。児童は，「分かり合えた

と思うけど，よく分からない。」とつぶやいた。 写真１ 人物関係図を用いた振り返り

そこで，「最後の場面のごんと兵十の気持ちを読み，二人は分かり合えたのか考えよう。」

という本時学習のめあてを設定した。

＜展開①＞

兵十の気持ちからごんの気持ちの順序で追究する学習の見通しをもつ。

兵十の気持ちを先に考え，ごんの気持ちを考えていく学習の見通しをもたせるために，

本時場面を通読し視点人物を確かめた。そうすることで，児童は兵十の気持ちから追究す

ることの必然性を感じ，学習の見通しをもつことができた。

＜展開②＞

前の場面とつなぎながら兵十のごんに対する感謝，後悔の思いを読む。

まず，兵十の気持ちについて考えるために，兵十の言葉

や行動をノートに書き出させた。そして，兵十の気持ちを

表情図に表し，その理由を説明させていった。すると，普

段，なかなか自分の考えをノートに書くことができない児

童も，写真２のように進んで兵十の表情を描き，その理由

をノートに書いていった。 写真２ 表情図を書く児童

ユニバーサルデザインの視点を生かした授業の実際

【シンプル・ビジュアル】

ごんと兵十の関係図を示し，二人の関係に意識を焦点化する。

【クリア】

兵十の視点で書かれていることを確かめ，学習の見通しをもたせる。

【ビジュアル】

兵十の気持ちを表情図を用いて表現させ，言語表現が得意ではない児童も

主体的に兵十の気持ちを追究することができるようにする。
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右の児童のノート（資料４）

に目を向けると，涙を浮かべた

兵十の表情を描き，「悪いこと

をしてしまったと思って，火な

わじゅうをばたりと取り落とし

たとき，兵十は悲しんでいると

思ったから。」と火なわじゅう

を取り落とした兵十の行動に 資料４ 表情図の理由を説明したノート

着眼しながら自分の考えを説明しているのが分かる。

このように，児童が表情図やその理由をノートに書

いた後，兵十の気持ちについて学級全体で話し合って

いった。児童たちは，自分が描いた表情図を見せなが

ら，「私はこんな顔にしました。兵十は今まで神様が

くりをもってきてくれていると思っていたのに，くり

が置いてあるのを見て，『ごん，おまいだったのか』

と驚いているからです。」「僕はこんな顔を描きました。

兵十は火なわじゅうをばたりと取り落として，とても 写真３ 表情図を見せて説明する児童

ショックを受けているからです。」などと自分の考えを説明していった。発言者が写真３

のように，表情図を見せながら自分の考えを説明したことで，周りの児童も発言者の考え

にうなずきながら聞き，ごんに対する感謝や撃ってしまったことへの後悔といった兵十の

気持ちを共通理解していった。

＜展開③＞

前の場面とつなぎながら兵十に気付いてもらえたごんの喜びの思いを読む。

兵十の気持ちについて話し合った後，「では，うなず

いた時のごんは，どんな気持ちだったのかな。」と発問

し，うなずいたごんの行動に焦点化して話し合わせた。

児童は，「僕は，ごんは喜んでいると思う。だってごん

は，前の場面で『神様にお礼を言うんじゃ引き合わな

いな。』と言っていたから。」「私も同じで，ごんは喜ん

でいると思います。なぜなら…。」というように，対話

を通してねらいに迫っていった。 写真４ ペア対話の様子

【シンプル・シェア】

兵十に気付いてもらえたごんの喜びの思いを読むことができるように，う

なずいた時のごんの気持ちに焦点化した発問をした上で，ペア対話をさせる。
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＜展開④＞

前の場面とつなぎながら，死をもってしてもすべてを分かり合うことができなかったごんと兵十

の悲しい関係を読む。

兵十とごんの気持ちを考え，児童は「最後にごんと兵十は分かり合えたんだ。」という

思いをもった。そこで，教師が「本当に二人は分かり合えたのかな。」と問い掛け，「兵十

が気付いたこと」と「気付けなかったこと」について話し合わせた。「兵十が気付いたこ

と」については，「ごんがくりをもってきていたこと。」とすぐに発言したが，「気付かな

かったこと」については，なかなか発言が出なかった。そこで，教師が「ごんはどんな気

持ちでくりを届けていたの。」と問い掛けると，「うなぎのつぐない。」「友達になりたい。」

などと前場面までのごんの思いを想起し，「兵十はごんの気持ちは分かっていない。」と兵

十が気付けなかったこともあることに気付いていった。

＜終末＞

ごんに対する手紙を書き，本時学習で読んだ内容に対する自分の考えをもつ。

最後に，本時学習で読んだ内容に対する自分の考えをま

とめるために，自分からごんへの手紙を書かせた。右の資

料５は，ある児童が書いたごんへの手紙である。

手紙の最後に記された「兵十に本当の気持ちを気付いて

もらえなくて残念だったね。」という記述からは，この児童

が，本時のねらいである「最後まですべてを分かり合うこ

とができなかったごんと兵十の関係」をとらえ，心を動か

されていることが伝わってくる。これが本時学習の成果で

あるといえる。 資料５ ごんへの手紙

本実践を参観した先生方からは，次のような声が聞かれた。

本時場面の実践を終えて

【シンプル・シェア】

「兵十が気付いたこと」「気付けなかったこと」の観点で話し合わせ，す

べてを分かり合うことができなかったごんと兵十の関係をとらえさせる。

・導入で提示した関係図は，ごんと兵十の関係を視覚的にとらえる上で効果的だと思い

ました。矢印の色の違いで，二人の気持ちが通じ合っていないことが分かりやすく，

児童が本時のめあてをつかむことができていました。

・表情図はいい手立てだと思いました。普段の授業では，なかなか自分の考えを書くこ

とができない児童も進んで表情図を描いていたのが印象的でした。他の物語を読む際

にも使えそうだと思いました。
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【小学校における実践例③】

本単元「どちらが ながい」は，粘土で作ったへびの長さを測るという単元を通した課

題意識をもたせ，学習を通して直接比較，間接比較，任意単位を使った比較の方法を身に

付けさせていくことを目指している。

本時の授業は，任意単位を使って長さを測ったり比較したりするために，計算カードや

鉛筆などの身の回りのものを使って，いくつ分かを測る活動を行う。

本時は，任意単位を使って長さを測る

ことができるようにすることをねらいと

している。このねらいを達成させるため

に，以下の段階を通して学習を展開して

いく（資料１）。

はじめに，身の回りのものを使って長

さを測る方法をつかませる。児童は前時

までに，二つのものを並べて長さを比べ

る直接比較，紙テープを使って長さを写

し取る間接比較の方法を身に付けてき

た。そこで新しい長さの測り方である任意単位を用いる方法について，見通しをもったう

えで測定をすることの必要性をもたせる。

次に，任意単位として用いることに適したものについてつかませる。長さを比較するた

めには，鉛筆のように長さがそろっていないものでなく，計算カードのようにどの児童も

同じ長さのものを用いることが適していることに気付かせる。

最後に，計算カードの何枚分かを測って長さを比べさせる。その際にへびの端からカー

ドを並べること，カードが重ならないように並べることなど，任意単位を用いた測定の技

能を習得させることが必要になることに気付かせる。

このような構想をもとに，本時のねらいを次のように設定した。

粘土で作ったへびの長さを，計算カードなどの身近なものを任意単位として測ること

ができる。

第１学年 算数科 単元「どちらが ながい」

本時授業のねらいの焦点化

資料１ ねらいの焦点化と思考過程
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【本時のねらい】

【本時の過程】

段階 主なねらいと学習活動 ユニバーサルデザインの視点

導 ○ 教科書の写真や流れ図を見て，身の回りのものを使 【クリア・ビジュアル】

入 って長さを測るという本時学習のめあてをつかむ。 ・写真を示し，身の回り

・身の回りのものを用いてそれのいくつ分かを測れば のものを使って長さ比

長さを求めることができそうだ。 べをする見通しをもた

へびの ながさを なにかの いくつぶんで くら せる。

べよう。

展 ○ 身の回りのものを用いて，自分で作ったへびの長さ 【ビジュアル】

開 を測る方法を身に付ける。 ・導入で用いた写真を使

・端をそろえて，重ならないように並べて，いくつ分 って，端をそろえて重

かを数えよう。 ならないように並べる

測り方をつかませる。

○ 長さを測る際に任意単位として用いるのに適切なも 【ビジュアル・シェア】

のが分かる。 ・長さが共通でないもの

・鉛筆は，みんなが持っているものの長さが違うから， を用いて教師が長さ比

長さを比べるときには使わない方がよい。 べをし，問題点をつか

ませる。

○ グループの友達とへびの長さを比べる。 【シンプル・シェア】

・計算カードなど，友達と同じものを使って長さを測 ・長さ比べで使うものを

れば，友達のへびと長さを比べることができて，一 計算カードのみに絞る。

番長いへびが分かる。

終 ○ 発展的な問題を解き，マス目を数えて長さを測る方

末 法をつかむ。

・マス目のいくつ分かを数えれば，重ねて比べられな

いものでも長さ比べをすることができる。

粘土で作ったへびの長さを，計算カードなどの身近なものを任意単位とし

て測ることができる。

本時のねらいと過程
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① 任意単位を用いた測定方法をつかませる掲示物

【シンプル・ビジュアル】

新出の学習内容である「何かのいくつ分」の考え方（任意単位を使った測定方法）を

つかませるための掲示物を活用する。

前時までに児童は，直接比較（物と物を重ねて比べる）

や間接比較（紙テープを使って比べる）の方法を学習し

てきた。しかし任意単位による測定は新出の内容である

ため，本時の導入段階において写真１のような掲示物を

使って，任意単位のいくつ分という考え方に焦点化させ

る。その後，写真を見ながら繰り返し任意単位を使った

測り方を習得させて，その方法のよさを考えさせるとい

う学習活動を展開する。

② 児童が操作することのできる半具体物の活用

【ビジュアル】

児童が操作しながら長さを比べることができるために，粘土で作ったへびと，身の回

りのもの（計算カードなど）を個別に活用させる。

写真２のように，粘土で作ったへびと長さを測って比べるための身の回りのもの（計算

カードなど）を一人一人に準備し，活用させる。また写真３のように黒板にも同様の掲示

物を準備する。カードの枚数を数字で書くが，長さの違いを視覚的に捉えにくい児童のた

めに，カードも並べて掲示する。

写真２ 粘土のへびと計算カード 写真３ 黒板上の計算カード

写真１ 測り方を示した写真

ユニバーサルデザインの視点を生かした本時過程の具体化
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＜導入＞

教科書の写真を見て，身の回りのものを使って長さを測るという本時学習のめあてをつ

かむ。

導入段階では，まず，三枚の写真（Ｐ

36写真１）を黒板に掲示し，どのよう

な方法で長さを測っているか，順に考

えさせた。左から，「指を使って測っ

ている」「鉛筆を使って長さを測って

いる」「計算カードを使って長さを測

っている」などと発表した。

次に，これらの測り方を実際に行わせた。写真を見て，自分の机を指で測っている姿が

見られた。この中から本時は身の回りのものを使って長さを測るということを確認し，本

時のめあてを確認した。さらに写真４の流れ図を用いて，本時の測り方と前時までの測り

方の違いをとらえさせた。

任意単位を用いたいくつ分の測り方は前時までに体験していない測り方であったので，

写真を基に本時の測り方を焦点化して提示したことは，方法をつかませる上で効果的であ

った。

＜展開①＞

身の回りのものを用いて，自分で作ったへびの長さを測る方法を身に付ける。

この段階では，自分が作ったへびの長さを，自分で

選んだ持ち物を使って測った。この際に，①へびをま

っすぐに伸ばして測ること，②計測に用いるものが重

ならないように並べることを共通理解した。

多くの児童が活動の手順をとらえ，へびの長さを測

ることができたが，計測に用いるものをまっすぐに置

ユニバーサルデザインの視点を生かした授業の実際

【クリア・ビジュアル】

写真を示し，身の回りのものを使って長さ比べをする見通しをもたせる。

【ビジュアル】

導入で用いた写真を使って，端をそろえて重ならないように並べる測り方

をつかませる。

写真４ 前時までの流れ図

写真５ へびの長さを測る
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いていない児童，重ねて測っている児童も数名いた。

その児童に対しては，導入段階で黒板に掲示した写

真を見て同じように並べるように声を掛けた。また，

途中まで教師と並べて，手順をつかんだ後に自分一

人で並べさせるという支援を行った児童もいた。

その結果，全ての児童が身の回りのもののいくつ

分でへびの長さを表すことができた。

＜展開②＞

長さを測る際に任意単位として用いるのに適切なものが分かる。

この段階では，身の回りの持ち物を使った長さの測

り方について，教師の操作を通して考えさせた（写真

７）。各個人で操作をする方法も考えられるが，教師

が操作して全体の場で話し合わせることによって，児

童の思考を収束させることが可能であると考える。

その際に，長い鉛筆と短い鉛筆を使って何本分と考

える例を教師が演示して，その測り方の問題点を話し

合った。測り方を限定して教師が演じることで，問題

点を考えさせることに焦点を当てた問いを引き出させることができたと考える。

＜展開③＞

グループの友達とへびの長さを比べる。

この段階では，自分のへびの長さを測った方法

を生かして，同じ班の友達のへびの長さと比べさ

せた（写真８）。この活動は，教師の「友達のへび

の長さも測って，班の中で一番長い蛇を見つけよ

う」という問い掛けがあったので，児童は長さを

比べることの必然性をもち，意識を向けることが

できていた。

その際に，計測に用いるものを計算カードのみ

【ビジュアル・シェア】

長さが共通でないものを用いて教師が長さ比べをし，問題点をつかませる。

写真６ いくつ分か数える

写真７教師の操作を見て考える

【シンプル・シェア】

長さ比べで使うものを計算カードのみに絞る。

写真８ へびの長さを比べる
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に絞って比べさせたが，そのことで，同じ長さの

任意単位を用いることで長さ比べができるという

ことをつかませた。

この活動を通して，写真８のように，単に友達

のへびの長さを測るだけでなく，友達と一緒に数

えたり比べたりする姿も多く見られた。

各班で一番長いへびを見つけた後は，各班の代

表が一番長いへびの長さ（計算カードの枚数）を

発表した。その際に教師は，カードの枚数を数字

で板書するだけでなく，掲示用の計算カードを実

際に黒板に並べて貼った。そのことで，数字だけでは長短を比較することが困難な児童で

も，視覚的に各班のへびの長さをとらえ，比べることができた（写真９）。

＜終末＞

発展的な問題を解き，マス目を数えて長さを測る方法をつかむ。

最後に，写真10のようにマス目を数えて長さ

を測る問題を解いた。拡大したものを黒板に掲

示し，「マス目を数える→数を書く」という方

法を教師が説明した後，残りの問題を考えさせ

た。「いくつ分かを数えて長さを比べることが

できる」という本時のねらいをしっかりと定着

させることができた。

本実践を参観した先生方からは，次のような声が聞かれた。

本時場面の実践を終えて

・学習の見通しを教師から提示することで，楽しさと理解することのバランスの取れた

授業になったと思います。児童に思考させることと教師が提示することをしっかりと

見極めて授業構想をすることが大切だということが分かりました。

・クリア，ビジュアルの面では，流れ図を使ったり，視覚的に長さの違いを比べる教具

を使ったりするなどの工夫があったことで，児童が分かりやすかったと思います。

・友達と長さを比べる活動を設定したことで，用いるものを計算カードのみにするとい

う考えを導き出すことができたと思います。

・活動内容をシンプルにまとめていたので，どの子どもも見通しをもって学習に参加す

ることができ，楽しそうでした。

写真10 掲示した練習問題

写真９ 各班のへびの長さを比べる
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【小学校における実践例④】

本単元「整数の性質」は，①偶数，奇数の意味と違いをつかむこと，②倍数，公倍数，

最小公倍数の意味をつかみ，求め方を考えること，③約数，公約数，最大公約数の意味を

つかみ，求め方を考えること，の内容で構成されている。本時の授業では，問題を通して

公約数の意味をつかみ，その求め方を考えていく。

本時は，前時までに学習した約数の考え方を生

かして，公約数の意味をつかみ，その求め方を考

えることをねらいとしている。そのために，「長

方形の台紙にすき間や余りなくタイルを敷き詰め

る」という学習課題を設定して，半具体物の操作

を伴い思考させるようにする（資料１）。

はじめに，長方形にタイルを敷き詰めるという本時の問題について話し合い，本時学習

の見通しをもたせる。児童に，既習の学習内容である約数を求める方法を使うと求めるこ

とができそうだという見通しをもたせる。

次に，具体物を用いたり既習の約数の考え方を生かしたりしながら，タイルを敷き詰め

るための方法を捉えさせる。児童に，具体物を使ったり，２辺の長さの約数を比べたりし

てみようという意識をもたせ，実際に操作を通してタイルの敷き詰めを行わせる。そして，

自分で考えた敷き詰め方を友達に説明して，タイルを敷き詰める方法を比べさせる活動を

設定する。その際に，児童から出されたタイルの敷き詰め方の中から，早く，簡単に，正

確に求めることができる方法はどれか考えさせていき，一つの約数をもとにもう一つが当

てはまるかを考えていく方法のよさに気付かせる。本時授業のように多様な考え方の中か

らよりよい考え方に気付かせるためには，焦点化させる際のキーワードを示すことが有効

であると考える。

最後に，練習問題を解き，最大公約数を求める方法を確実に定着させる。

このような構想をもとに，本時のねらいを次のように設定した。

公約数の求め方を明らかにするために，具体物を操作したり，２数の約数を比較した

り，一つの約数をもとにもう一つが当てはまるかを考えたりしながら，早く，簡単に，

正確に求めることができるようにする。

本時授業のねらいの焦点化

資料１ 本時の問題

第５学年 算数科 単元「整数の性質」
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【本時のねらい】

【本時の過程】

段階 主なねらいと学習活動 ユニバーサルデザインの視点

導 ○ 長方形の台紙にタイルを敷き詰めるという本時の学 【ビジュアル・クリア】

入 習課題について話し合い，本時学習の見通しをもつ。 ・タイルと台紙の具体物

・既習の学習内容である約数を求める方法を使うとタ を黒板に掲示して，問

イルの数を求めることができそうだ。 題解決の見通しを焦点

タイルの一辺の長さに着目して，すきまやあまりな 化し，板書しておく。

く台紙に敷き詰める方法を見つけよう。

展 ○ 具体物を用いたり既習の約数の考え方を生かしたり 【ビジュアル】

開 しながら，タイルを敷き詰めるための方法をとらえる。・操作できるタイルと台

・具体物を使ったり，二辺の長さの約数を比べたりし 紙を児童の実態に合わ

てみよう。 せて数種類用意する。

○ 自分の考えと友達の考えを比べて，よりよい方法を 【シェア】

話し合う。 ・自分の考えをノートに

・友達の考えがよく分かった。自分の考えに取り入れ 書かせて，ペアで話し

てみよう。 合わせる。

○ 全体で出された考え方の中から，早く，簡単に，正 【シンプル・シェア】

確に求める方法はどれか考える。 ・「早く，簡単に，正確に」

・公約数を求めると，すき間や，余りなくタイルを敷 と焦点化したテーマで

き詰めることができる。 話し合わせる。

・一つの辺の約数をもとにして，もう一つの辺の約数

を比べていけばよい。

終 ○ 発展的な問題を解き，最大公約数の求め方をまとめ

末 る。

公約数の求め方を明らかにするために，具体物を操作したり，二数の約数

を比較したり，一つの約数をもとにもう一つが当てはまるかを考えたりしな

がら，早く，簡単に，正確に求めることができるようにする。

本時のねらいと過程
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① 児童の思考過程を踏まえた段階的な学習展開

【シンプル・クリア】

本時のめあてに向かって，児童が段階的に理解を深めながら学習活動を展開できるよ

うに，発問の焦点化と学習活動の構成を工夫する。

焦点化した本時のねらいは「約数の考え方

を使って，すき間や，余りなくタイルを敷き

詰める」ことであり，学習のゴール像は「公

約数の考え方を使って求める」ことである。

このねらいとゴール像をつなげるために，資

料２のような教師の発問と児童の思考過程を

段階的に設定する。このように発問を焦点化

し，思考する方法を多様に考えさせより良い

考え方を見つけ出していく学習課程を仕組む

ことで，多くの児童の参加と理解につながる。

② 児童が思考を可視化して操作できる半具体物の活用

【ビジュアル】

児童が，タイルを敷き詰めることの意味を視覚的に捉えやすくさせるために，机上で

操作することのできるタイルと台紙を使用させる。

写真１は，児童が手元で操作することのできるタイ

ルと台紙である。このタイルを使って思考をすること

で，どの大きさであれば敷き詰めることができるかを

操作を通してつかむことが可能になる。台紙は，児童

の実態に応じてマス目がないもの，マス目があるもの，

マス目に数字がついているものなど，数種類準備する。

また，黒板にもこのタイルと同じものを掲示してお

くことで，机上での操作と教師の黒板上での操作とを

照らし合わせて考えることが容易にできるようになる。このような支援で，学習内容の理

解が難しい児童でも，学習内容を理解することができるようになると考える。

ユニバーサルデザインの視点を生かした本時過程の具体化

写真１ タイルと台紙

資料２ 児童の思考過程を踏まえた展開
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＜導入＞

長方形の台紙にタイルを敷き詰めるという本時の問題について話し合い，本時学習の見

通しをもつ。

導入段階では，まず，40ペー

ジ資料１のような問題を黒板に

掲示した。そしてこの問題をど

のような考え方を用いて解くこ

とができるのか考えさせた。そ

の際に，写真のようなこれまで

の学習の流れ図を手掛かりに前

時までの学習を振り返らせた。

児童は黒板上に具体物（長方形の台紙）が掲示されてあるために，「台紙にタイルを敷き

詰めるんだから，倍数ではおかしいね」「小さくなるんだから約数だ」などと，既習の学

習内容を想起しながら見通しをもっている様子が見られた。

児童からは，以下のような意見が出た。

①実際にタイルを敷き詰めて確かめる。

②タイルの一辺の長さの倍数を求めて，台紙の辺の長さになるか確かめる。

③台紙の辺の長さをタイルの一辺の長さで割る。

そこで，「タイルの一辺の長さに着目して，すきまやあまりなく台紙に敷き詰める方法

を見つけよう。」という本時学習のめあてを設定し，三つの考えのいずれかで求めていく

ことを確認した。

＜展開①＞

具体物を用いたり既習の約数の考え方を生かしたりしながら，タイルを敷き詰めるため

の方法をとらえる。

ここでは，具体物を用いたり既習の約数の考え方を生かしたりしながら，タイルを敷き

ユニバーサルデザインの視点を生かした授業の実際

【ビジュアル・クリア】

タイルと台紙の具体物を黒板に掲示して，問題解決の見通しを焦点化し，

板書しておく。

【ビジュアル】

操作できるタイルと台紙を児童の実態に合わせて数種類用意する。

写真２ これまでの学習の流れ図
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詰めるための方法を多様に考えさせた。その際に，

写真３のように，封筒に入った10種類のタイルと台

紙を準備して，それを順に並べながら，どの大きさ

のタイルを使えば隙間なく台紙に敷き詰めることが

できるかを確かめていくことができる支援を行った。

タイルは全員に配布するのではなく，児童が必要

に応じて取りに来ることができるように配慮した。

そのことで，ある特定の児童だけの支援ではなく，

ビジュアル化が有効な支援となり得る他の児童にも

共有させることができた。

しかし，台紙にタイルを敷き詰めることができて

も，敷き詰めた数を数える段階で間違える児童もい

たので，写真４のようなマス目のある台紙，数字の

入った台紙も準備して，必要に応じて使用させた。

展開①の活動を通して，タイルを並べる児童だけ

でなく，わり算で二辺の長さがともに割り切れる数

を順に求めていく児童，二辺の約数を書いて同じ数

を見つけていく児童など，多様な考え方をもとに答えを求めていく姿が見られた。ある児

童はタイルをじっくり使って一つの方法で求める，またある児童は複数の方法で求めて考

え方を比較するなど，児童の実態に応じた課題解決をさせることができた。

＜展開②＞

自分の考えと友達の考えを比べて，よりよい方法を見つける。

ここでは，自分で考えたタイルを敷き詰める方法をペ

アで紹介し合った。児童は，写真５のように，自分の考

えを書いたノートや敷き詰めたタイルなどをもとに，自

分の考えを説明している姿が見られた。

この姿から，展開①で具体的な操作を通してタイルの

敷き詰め方の見通しをもたせたことが有効に働いたとい

える。またタイルの操作のみの児童も，交流するための

考えをもつことができたことによって，進んでペアや小グループでの話合いに参加してい

る姿が見られた。

【シェア】

自分の考えをノートに書かせて，ペアで話し合わせる。

写真３ タイルを使った思考

写真５ ペアで考え方を交流

写真４ マス目と数字のある台紙
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＜展開③＞

全体で出された考え方の中から，早く，簡単に，正確に求める方法はどれか考える。

展開②のペアや小グループでの交流で複数の考え方が

出される中で，「どの方法がいいのかな」と発言するなど，

それぞれの考え方を比べていこうとする児童の姿が見ら

れた（写真６）。そこで，学級全体でタイルの敷き詰め方

を交流させた。そして，出された考えの中から，「早く，

簡単に，正確に」求めることのできる方法はどれか，教

師が問い掛けた。児童は，「タイルを実際に並べるよりも，

わり算で求めた方が早い」「公約数を求める方が早い」などの意見が出され，公約数の考

え方を用いることが早く，簡単に，正確に求めることができることを学級全体で確認した。

このように，様々な考え方を多様に出させて考えを比較できる状況を作り，「早く，簡単

に，正確に」という児童の意識を焦点化する発問をしたことが，効果的な解決方法を求め

ていくという児童の姿につながったと考える。さらに，２辺の約数を共に書いて最大公約

数を求める方法と，片方の辺の数だけを書いてもう片方の辺の数を比べて最大公約数を求

める方法とを比べ，どちらが早いかを考えさせた。児童からは，「二つの約数を書くより

も，一つだけを書いた方が早く計算できる」「小さいほうの数をノートに書いて大きいほ

うの数を〇を付けていけばいい」などと，よりよい解決方法をまとめる姿が見られた。

＜終末＞

発展的な問題を解き，最大公約数の求め方をまとめる。

最後に，片方の辺の長さの数だけを書いてもう片方の辺の長さの数を比べて最大公約数

を求める方法を生かして問題を解き，本時のねらいを定着させることができた。

本実践を参観した先生方からは，次のような声が聞かれた。

本時場面の実践を終えて

【シンプル・シェア】

「早く，簡単に，正確に」と焦点化したテーマで話し合わせる。

・単元を通してタイルを使って学習課題を設定したことで，自分の考えをつくる手立て

になり，単元全体や１時間の学習の中で児童の思考の流れもつながってよかったと思

いました。

・板書から学習の見通しをもつことができ，さらに具体物も準備されていたので，全員

の児童の参加・理解につながったと思いました。

・話し合いのテーマを焦点化したことで，どの児童も参加することができていました。

写真６ 学級全体での交流
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【中学校における実践例①】

本単元では，歴史的背景などを想像しながら紀行文「夏草－『おくのほそ道』から－」

を読み，作者である芭蕉のものの見方や感じ方を読み取ることを目指している。そのため

に，「１（冒頭の部分）」では，芭蕉の心情描写や行動描写に着眼しながら，「旅」につい

ての芭蕉の考えを読むことを目指している。

本時の授業は，旅に出るまでの芭蕉の思いを読む場面である。

本時は，旅に出るまでの芭蕉の思いを読むことをねらいとしている。そこで，芭蕉の心

情描写や行動描写に着眼しながら，芭蕉の思いをとらえていく。

資料１は，「夏草－『おくのほそ道』から－」の「１（冒頭の部分）」の構成を示した図

である。芭蕉の心情描写や行

動描写に目を向けると，①で

は，「人生そのものが旅である」

という芭蕉の人生観や風雅の

道に生涯をささげた古人への

あこがれが描かれている。②

～⑥では，芭蕉の旅へのあこ

がれが描かれており，その思

いが時間の経過とともに高ま

っている。⑦～⑩では，旅立

ちへの決意が描かれており，

②～⑥の内容を踏まえること

で，芭蕉の旅立ちへの決意がより強く読み取れる。また，⑨と⑩の言葉を比較することで，

芭蕉が死を覚悟した旅への決意と古人と同じように俳諧の道を究めたいというあこがれか

ら，旅立ちを決意する芭蕉の思いを読み取ることができる。

このような教材分析に基づき，本時のねらいを次のように設定した。

叙述に表れた心情描写や行動描写から，旅に出るまでの芭蕉の思いを読み取ることが

できるようにする。

資料１ 「おくのほそ道（序文）」の構成図

第２学年 国語科 単元「いにしえの心を訪ねる」

（「夏草－『おくのほそ道』から－」）

本時授業のねらいの焦点化
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【本時のねらい】

【本時の過程】

段階 主なねらいと学習活動 ユニバーサルデザインの視点

導 ○ 旅に出るまでの「自分」の気持ちをもとに，「芭蕉」 【シンプル】
入 の気持ちを予想させ，本時学習のめあてをつかむ。 ・旅に出る前の気持ちを

「自分」と「芭蕉」と
の違いに焦点化する。

展 ○ 前時学習を振り返り，本時学習の見通しをもつ。 【クリア】
開 〔学習の進め方〕 ・芭蕉の思いが心情描写

・心情描写や行動描写から，旅に出るまでの思いの強 や行動描写に表れてい
さを心情図に表し，そうとらえた理由を書く。 ることを確かめ，学習
・互いの考えを比べながら，旅立ちへの決意が最も伝 の見通しをもたせる。
わる言葉について話し合う。

○ 心情描写や行動描写から，旅に出るまでの芭蕉の思 【ビジュアル】
いとその強さが伝わる言葉をとらえる。 ・芭蕉の思いの強さを心
・本文②と③を読めば，あてのない旅に出たいという 情図に表すことで，思
思いから，近年あちこちの海岸を歩く行為に変化し いを言語表現する困難
ていることが分かる さを解消する。
・本文④と⑧の比較から，具体的な行先が季節の移り変
わりに従って，より遠くになっていることが分かる。
・本文⑤⑥と⑦から，旅立ちへの抑えきれない思いが
強くなった結果，旅支度を始めていることが分かる。

○ 本文⑨「住めるかたは人に譲りて」と本文⑩「面八 【シンプル・シェア】
句を庵の柱に懸け置く」を比較し，芭蕉の旅立ちへの ・「どちらの言葉が芭蕉の
決意をとらえる。 旅立ちへの決意が最も
・本文⑨の言葉だと思う。なぜならば，本文①のよう 伝わるか」と焦点化し
に，芭蕉は人生そのものが旅であると考えており， た発問をした上で，ペ
古人の中にも旅の途中で死んだ人が多かったので， ア対話をさせる。
そうなることも覚悟して庵を譲ったのだと思ったから。
・本文⑩の言葉だと思う。なぜならば，門出の記念だ
けでなく，古人と同じく旅を通して俳諧を究めたい
という芭蕉の覚悟の表れだと思ったから。

終 ○ 本時学習を振り返り，「芭蕉」の旅に対する考え方
末 について「自分」との違いからまとめさせる。

叙述に表れた心情描写や行動描写から，旅に出るまでの芭蕉の思いを読み取ることが

できるようにする。

旅に出るまでの芭蕉の思いを読み取ろう。

本時のねらいと過程
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① 生徒の思考過程を踏まえた段階的な学習展開

【クリア】

本時のめあてに向かって，生徒が段階的に理解を深めながら学習活動を展開できるよ

うに，発問を焦点化して学習活動を構成する。

まず，叙述に表れる芭蕉の心情描写や行動描写から，旅に出るまでの芭蕉の思いに気付

かせる。次に，それらの描写から芭蕉の思い

の強さを心情図に表し，そう考えた理由を比

較させ，旅に出るまでの思いの強さをとらえ

させる。最後に，「芭蕉の旅立ちへの思いが最

も伝わるのは，本文⑨と⑩のどちらか」と発

問し，ねらいとする芭蕉の旅に出るまでの思

いと決意に迫らせる（資料２）。このように発

問を焦点化し，学習活動を段階的に進めるこ

とで，多くの生徒の参加と理解につながる。

② 叙述に沿って芭蕉の心情変化を図化

【ビジュアル】

言語表現が得意でない生徒も主体的に芭蕉の思いを追究できるように，旅に出るまで

の思いの強さを心情図に表現し，理由を説明させる。

生徒の中には，言語表現よりも図や絵を用いる

ことで，自分の考えを表現できる生徒もいる。そ

こで，資料３のように，芭蕉の旅立ちへの思いの

強さをグラフに表し，その理由を説明させる。そ

うすることで，自分の考えをうまく言語表現でき

ない生徒も芭蕉の思いの強さをグラフに表した視

覚情報と言語情報を結び付けて読み取り，時間の

経過とともに，強くなる旅立ちへの思いをとらえ

やすくなる。また，このシートを使った話合い活動を位置付ければ，自他の考えを比較さ

せることで旅立ちへの決意を読み取ることにもつながる。

資料２ 生徒の思考過程を踏まえた展開

資料３ 思いの強さをとらえたシート

ユニバーサルデザインの視点を生かした本時過程の具体化
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＜導入＞

芭蕉の旅立ちへの決意を追究する本時学習のめあてをつかむ。

導入段階では，まず，旅に出る前の「自分」の気持ちを振り返らせるために，「旅に出

る前，例えば修学旅行の前日，どんな気持ちでしたか？」と発問した。生徒は，「よく眠

れなかった。」「わくわくしていた。」と答えた。次に，「『芭蕉』は旅立ちの前，どんな気

持ちでいたんでしょうか？」と発問した。生徒は，「楽しみにしていたと思う。」や既習し

た芭蕉のそれまでの生き方を踏まえ，「また旅に出て行ける。旅に行きたいという気持ち

だと思う。」と答えた。そこで，「旅に出るまでの芭蕉の思いを読み取ろう。」という本時

学習のめあてを設定した。

＜展開①＞

旅に出るまでの芭蕉の思いを追究する学習の見通しをもつ。

ここでは，旅に出るまでの芭蕉の思いを考えていく学習の見通しをもたせるために，本

文を通読し芭蕉の心情描写や行動描写をとらえた。そうすることで，生徒は芭蕉の思いを

追求する必然性を感じ，学習の見通しをもつことができた。

＜展開②＞

心情描写や行動描写から旅に出るまでの思いとその強さが伝わる言葉をとらえる。

まず，芭蕉の旅に出るまでの思いとその強さ

が伝わる言葉をとらえさせるために，芭蕉の心

情描写や行動描写から芭蕉の思いの強さを心情

図に表し，その理由をまとめさせた。そのこと

によって，普段，自分の考えをなかなか書くこ

とができない生徒も写真１のように，描写に沿

って芭蕉の思いの強さを量的に表し，その理由

やその描写における芭蕉の思いをシートに書き

込む姿が数多く見られた。

【シンプル】

「自分」と「芭蕉」の旅に出る前の気持ちを比較することで課題を焦点化する。

【クリア】

芭蕉の思いが心情描写や行動描写に表れていることを確かめ，学習の見通しをもたせる。

【ビジュアル】

芭蕉の思いの強さを心情図を用いて表現させ，言語表現が得意でない生徒も主体的に

芭蕉の思いを追究することができるようにする。

写真１ 心情図を書き込む生徒

ユニバーサルデザインの視点を生かした授業の実際
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右の生徒のシート（資料４）に

目を向けると，心情図では本文⑨

と⑩の描写部分のマス目を全て塗

りつぶし，芭蕉の行動描写である

本文⑨から，「自分の住んでいた

場所を他の人に譲るくらいだか

ら，旅に出ることに覚悟をしてい

るように思えたから。」と説明し，

本文⑩から，「面八句を置いてい

くことで自分の住んでいた証を残

した所から，旅への決意ができて

いると感じられたから。」と説明している。そして，その時の芭蕉の思いを「もう後戻り

できない。人生をかけて旅をしていこう。」と芭蕉の行動描写に着目しながら自分の考え

を説明するとともに，心情図と関係付けることで芭蕉の思いに迫っているのが分かる。

このように，生徒が心情図やその理由を

シートに書き込んだ後，芭蕉の旅に出るま

での思いについて学級全体で話し合った。

生徒たちは，心情図が描かれたシートをモ

ニタに提示しながら，「私は本文⑨に向かっ

て，旅に出るまでの芭蕉の思いがだんだん

強くなっていると思います。その理由は，

本文⑤と⑥で旅に出たいと悩む芭蕉の思い

が描かれています。そして，本文⑦では旅

支度をはじめ，本文⑨では住んでいた家を譲るという芭蕉の行動から，もう帰ってこない

と決心しているのではないかと考えました。」「私は，本文⑩で芭蕉の思いが一番強く伝わ

ってきました。その理由は，住んでいた庵の柱に面八句を懸け置くことで，芭蕉がここに

住んでいた証を残したかった。生きていた証を残したかったと考えたからです。」などと

自分の考えを説明していった。写真２のように，心情図を見せながら自分の考えを説明し

たことで，他の生徒たちも発言者の考えと自分の考えを聞き比べながら，芭蕉の心情描写

や行動描写から旅に出るまでの思いとその強さを共通理解していった。

＜展開③＞

前段の学習とつなぎながら芭蕉の旅立ちへの決意をとらえる。

資料４ 心情図とその理由を説明した記述の一部

【シンプル・シェア】

芭蕉の旅立ちへの決意をとらえることができるように，旅に出るまでの思いとその

強さが最も伝わる言葉に焦点化した発問をした上で，ペアで対話させる。

写真２ 心情図を見せて説明する生徒



51

芭蕉の旅に出るまでの思いとその強さについて話し

合った後，旅に出るまでの思いの強さが最も伝わる言

葉として多くの生徒が挙げた二つの言葉に絞った。そ

の上で，「旅立ちへの決意が最も伝わるのはどちらの

言葉だと思いますか。」と発問し，芭蕉が旅立ちを決

意した時の思いに焦点化して話し合わせた。生徒は，

「私は，芭蕉は人生そのものが旅であると考えており，

その道を究めた古人のように旅の途中で死んでも構わ

ないという覚悟をしていたと思う。その決意の表れが，『住めるかたは人に譲りて』に表

れていると思う。」「私も芭蕉には無事に帰れないという覚悟があったと思います。だから，

旅立ちの記念に『面八句を庵の柱に懸け置く』ことで生きてきた証を残したのだと思う。」

というように，対話を通してねらいに迫っていった。

このように，まず旅に出るまでの芭蕉の思いとその強さが伝わる言葉をとらえさせ，そ

の後，旅に出るまでの思いとその強さが最も伝わる言葉に限定してペア対話をさせたこと

が芭蕉の決意をとらえる上で有効であったと考える（写真３）。

＜終末＞

「芭蕉」の旅に対する考え方について「自分」との違いからまとめる。

最後に，本時学習に対する自分の考え

をまとめるために，「芭蕉」の旅に対する

考え方を「自分」との違いから書かせた。

資料５は，ある生徒が書いたまとめであ

る。まとめの最後に記された「風雅の道

に生涯をささげ，旅の途中で亡くなった

古人のように生きたい」という記述から

は，この生徒が本時のねらいである「旅

立ちへの決意」をとらえていることが伝

わってくる。これが本時学習の成果であ

るといえる。

本実践をされた先生からは，次のような声が聞かれた。

・心情図はよい手立てだと思いました。普段の授業で，自分の考えをなかなか書けない

生徒も，心情図を描くことでその理由を自分なりにまとめていたので驚きました。小

説を読む際にも使ってみたいと思いました。

資料５ 生徒のまとめ

写真３ ペアでの対話の様子

本時場面の実践を終えて
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【中学校における実践例②】

本単元は，資料１に示す内容等で構成

されている。言語の使用場面及び言語の

働きから，必然的に主語が三人称単数で

時制が現在の文を使う設定となっている。

本時の授業は，三人称単数が主語にな

っている現在形の肯定の平叙文の一般

動詞の変化を知り，人を紹介する時

によく用いられる既習の動詞（ like,

play）を使って他者紹介の英文をつ

くる場面である。

本時は，三人称単数が主語になっている現在形の平叙文の一般動詞の変化を知り，

他者紹介の英文をつくることができるようにすることをねらいとしている。

言語の使用場面として「人を紹介する場面」，言語の働きとして「情報を伝える働き」

の「説明する」が取り上げられている。家族や自分の友達，自分の好きな有名人やスポー

ツ選手などを紹介したり説明したりすることは，生徒にとって普段の生活によくあること

である。

そこで，本単元では，一般動詞の三人称単数現在形を適切に用いて“My Star”（自分の

好きな有名人やスポーツ選手等）を紹介する英文をつくることができることを目指す。そ

のために，一般動詞の三人称単数現在形の使用場面とその用法や人を紹介するための表現

を学んでいく。

このような教材分析に基づき，本時のねらいを次のように設定した。

一人称単数が主語になっている現在形の平叙文との比較を通して，三人称単数が主語

になっている現在形の平叙文の一般動詞の変化を知り，人を紹介する時によく

用いられる既習の動詞（ like, play）を使って他者紹介（先生紹介）の英文を

つくることができるようにする。

本時授業のねらいの焦点化

資料１ 単元に関連する学習指導要領の内容

第１学年 外国語科 単元「Lesson 6 My family in the UK」

（NEW CROWN）

２内容

イ 話すこと

エ 書くこと

（イ）自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく
伝えること。

（オ）自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わる
ように，文と文のつながりなどに注意して文章を書くこと。

（１）言語活動

（３）言語材料

エ 文法事項 （ア）文 a 単文，重文及び複文
b 肯定及び否定の平叙文

c 疑問文のうち，動詞で始まるもの，助動詞で始まるもの，
orを含むもの及び疑問詞で始まるもの

（イ）文構造 a 〔主語＋動詞〕
c 〔主語＋動詞＋目的語〕のうち(a)主語＋動詞＋名詞

言語の使用場面 特有の表現がよく使われる場面

・自己紹介

言語の働き 情報を伝える

・説明する

必然的に三単現のｓが用いられるような設定
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【本時のねらい】

【本時の過程】

段階 主なねらいと学習活動 ユニバーサルデザインの視点

導 ○ Warm-upを行う。
入 ○ 既習の表現と本時に学習する表現とを比較し，本 【ビジュアル】

時学習のめあてを確認する。 ・発話者が変化する場面を

・Ａ先生の自己紹介と，それを言い換えた他者紹介 示して，人称の変化に気

では，主語が変化した。 付かせる。

【クリア】

・主語以外にも変化したところがある。その部分に ・これまでの英文との違い

気を付けよう。 に生徒の意識を向けさせ

自己紹介の文と他者紹介の文との違いを意識し て，本時でねらう表現を

て，先生紹介の文をつくろう。 とらえさせる。

展 ○ 一般動詞の三人称単数現在形の用法を知る。 【クリア】

開 ・どんな場合に、動詞の語尾が変化するのかな。 ・知る→慣れる→使うの段

階を明確にする。

【ビジュアル】

・変化する部分の色を変え，

違いに着目させる。

○ パターンプラクティスを行い，一般動詞の三人 【シンプル】

称単数現在形の用法に慣れる。 ・主語を入れ替えてパター

ンプラクティスを行い，

三単現のｓに慣れさせる。

○ 一般動詞の三人称単数現在形を使って，学校 【シェア】

の先生を紹介する英文をつくる。 ・見せ合う，読み合うだけ

・添削のポイント（三単現のｓ，語順，綴り）にそ で終わらないように，視

って友達が作った英文を添削しよう。 点を示す。

終 ○ 本時学習をまとめ，次時の学習を確かめる。

末 次のような先生紹介の文をつくった。

He plays the guitar.
She likes music.

本時のねらいと過程

一人称単数が主語になっている現在形の平叙文との比較を通して，三人称

単数が主語になっている現在形の平叙文の一般動詞の変化を知り，人を紹介

する時によく用いられる既習の動詞（ like, play）を使って他者紹介の英文を
つくることができるようにする。
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① ＩＣＴを活用して人称の変化を示す

【ビジュアル】

人称の変化に気付かせるために，同じ内容を発話者を替えて表現する場面を

映像で示す。

生徒にとって人称の変化を理解す

ることは難しい。その変化に気付か

せるために，右の写真で示すように，

同じ内容の英文を発話者を替えて表

現する。また，話者によって，主語

がⅠから He に変化している（人称

が変化している）ことと，主語が He

になった時に，動詞が語尾変化をし

ていることに意識を向けさせる。

② 単語カードを活用して主語による動詞の使い分けを示す

【ビジュアル】

動詞の語尾変化や三単現のｓの使い分けをカードを使って端的に示す。

本時に学習する文法事項は，動詞の語尾変化及び三

単現のｓがつく場合とつかない場合の使い分けである。

語尾が変化する部分をカードを使って端的に示すこと

で，生徒の混乱を防ぐことができる。

英語の授業では，文の構造を示すためにカードを使

う場面が多い。重要な部分の色を変えたり，仲間分け

のためにカードを動かしたりして理解を促す。多くの

色を使うと，重要な部分が分かりづらくなるので，意図

的に色を変える必要がある。

ユニバーサルデザインの視点を生かした本時過程の具体化

写真１ 自己紹介を他者紹介に言い換えている場面

写真２ 仲間分けのために

カードを動かした掲示
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＜導入①＞

人称の変化と一般動詞の語尾変化をつかむ。

生徒にとって，英語の人称を理解するこ

とは難しい。導入ではまず，人称の変化を

理解させるために映像を利用した。学年の

教師が英語で自己紹介している映像を流し，

その後に他者紹介の形で言い換えを行った。

その後，「Ａ先生が自分のことを言っている

時と，私がＡ先生のことを言っている時は，

文のどこが変わった？」と問い掛けた。生

徒は，「Ｉが He に変わった」や「主語が変

わった」などとつぶやいた。同じ情報でも，

話者が変わることで人称が変化することに気付かせることができた。

＜導入②＞

新出文法事項に意識を向けさせ，本時学習の見通しをもつ。

人を紹介する時によく用いられる既習の動詞

（ like, play）を使って他者紹介の英文をつくる

ことを本時のゴールの活動とする。人称の変化

を確認した後，「Ｉが H e に変わった。主語が変

わった。これ以外に変わったところはなかっ

た？」と問い掛け，再度，Ａ先生が英語で自己

紹介をしている映像を流し，他者紹介の形で言

い換えを行った。生徒は，「『ス』がついていた。」

「『ズ』って言ってた。」などつぶやいた。人称

の変化に伴って一般動詞の語尾変化があることに意識を向けさせることができた。

【ビジュアル】

発話者が変化する場面を示して，人称の変化に気付かせる。

【クリア】

これまでの英文との違いに生徒の意識を向けさせて，本時でねらう表現を

とらえさせる。

資料２ 導入場面での教師と生徒の応答１

資料３ 導入場面での教師と

生徒の応答２

ユニバーサルデザインの視点を生かした授業の実際

A先生: I am○○.
I like bananas.
I play the trumpet.

Ｔ： Do you understand?

（他クラスの担任Ａ先生の映像が流れる）

Ｓ： ○○先生だ！○○って言ってた。

Ｔ： Yes.
He is○○.
He likes bananas.
He plays the trumpet.

（Tが画面を指しながら）

Do you understand?
Ａ先生が言っていた時との違いに気を付けてもう一度聞いてね。

He is○○.
He likes bananas.
He plays the trumpet.
Ａ先生が自分のことを言っている時と，私がＡ先生のことを
言っている時は，文のどこが変わった？

A先生: I am○○.
I like bananas.
I play the trumpet.

Ｔ：

（Ａ先生の映像が流れる）

Ｓ： 何かズって言ってた。三単現。・・・

Ｔ：

（Tが画面を指しながら）

ＩがHeに変わった。主語が変わった。
これ以外に変わったところはなかった？

He is○○.
He likes bananas.
He plays the trumpet.
どこが変わってた？

Ｔ： もう一度聴き比べてみよう。

Ｓ： スがついていた。ズって言ってた。
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＜展開①＞

主語の変化に応じて一般動詞の語尾が変化することをとらえる。

英語学習指導では，フラッシュカードや単語

カードを効果的に活用することが求められる。

本時では，主語と三単現のｓの部分の色を変え

て提示した。そのことで，変化する部分に注目

させることができた。

普段から，主語や動詞の色を決めておいたり，

変化する部分の色を変えて提示したりすることで，生徒の意識が違いに向くようにする。

＜展開②＞

主語の変化と一般動詞の語尾変化に焦点を当てたパターンプラクティスを行い，語尾変

化に慣れる。

パターンプラクティスは，英語習得に

用いられ，よく知られている。特に，英

語の文法事項を身に付ける効果的な手法

である。基本の文構造を様々なパターン

で練習する。

本時では，動詞にｓがつく場合とつか

ない場合に慣れさせるために，右資料に

示すように，主語を次々に入れ換えるパ

ターンプラクティスを行った。初めは，

数名の生徒が間違っていたが，繰り返すう

ちに間違いは減っていった。また，次に行った先生紹介の英文作成では，ほとんどの生徒

が三単現のｓを使って正しく英文を書いていた。これらのことから，本実践では，パター

ンプラクティスによる練習，特に，多くの動詞で練習せずに，動詞の数を絞ってパターン

プラクティスによる練習を行ったことは有効であったと考えられる。

なお，パターンプラクティスは，活動が単調になりがちであるという短所があるため，

テンポよく行うなどの工夫が必要である。

【ビジュアル】

変化する部分の色を変えて，違いに着目させる。

【シンプル】

主語を入れ換えてパターンプラクティスを行い，三単現のｓに慣れさせる。

写真３ 重要な部分の色を変えた掲示

資料４ パターンプラクティスの実際

T: I like music.
S: I like music.

T: you
S: You like music.

T: he
S: He likes music.

T: she
S: She likes music.

T: we
S: We like music.

T: Tom
S: Tom likes music.
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＜展開③＞

各自が作った文を，視点をもって交流する。

各自が作った英文を，お互いに交流

する際に，見せ合う，読み合うだけに

ならないように，必ず視点を示す。「プ

リントに書いてある３つの項目をしっ

かりチェックしてあげてね。」と指示を

出して，それぞれが書いた英文を班内で輪読させた。生徒は，「ｓはちゃんとついてるね。」

「ベースボールって、これで正しいのかな？」などと項目にそって交流を行っていた。本

時の中心となる文法事項や生徒の間違いなどを事前に想定し，交流の視点とする。交流の

視点を示すことで，本時の中心となる文法事項を意識させることや，自分の英文を見直す

力を養うことにもつながる。

＜終末＞

本時学習を振り返り，新しく表現できるようになった文を確認する。

本時に学習した文法事項を活用して，どのような

英文が書けるようになったのか，必ず英文で確認を

する。本時では，She likes music. や He plays the

guitar. のような先生紹介の文が書けるようになった

ことをまとめとする。

一単位時間の授業の最後に，どんな英文が書ける

（言える）ようになればよいのかを，具体的に事前に想定し，授業の最後に確認する。

本実践をされた先生及び参観された先生からは，次のような声が聞かれた。

本時場面の実践を終えて

【シェア】

見せ合う，読み合うだけで終わらないように，視点を示す。

・これまで，三単現のｓの指導をする時に，たくさんの動詞を与えすぎていたと思いま

す。不規則な語尾変化，発音の違いなど一度に多くのことを教えすぎて，生徒を混乱

させていました。基本的な動詞で二つの文を作るというように，ゴールを明確にする

ことが大切だと再確認できました。

・どこが今日のポイントなのかが分かりやすかったです。「違いに気付く→知る→練習

する→使う」という流れがはっきりしていました。生徒も自分が何をしたらよいのか

を分かっていたのがよかったと思います。

資料５ 交流の視点の例（プリントの一部）

資料６ 生徒が書いた英文
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ユニバーサルデザインの視点を生かした 

授業づくり研修のすすめ方 
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学校全体で研修に取り組むことで，さらにユニバーサルデザインの視点を生かした授業

を充実させることができます。ここでは，授業研究を中心とした研修のすすめ方について

紹介します。

授業研究を中心とした研修は，マネジメントサイクルを踏まえ，下の資料のようにすす

めていきます。まず，Plan（計画）の段階においては，授業者を中心としながら授業実践

の計画を立て，全教職員で授業計画を検討します。次に，「授業実践」を行い，「授業協議

会」を通して実践した授業の成果と課題を明らかにします。そして，成果と課題を踏まえ

て「授業の改善」を図ります。

その際，図の中で示している「授業構想シートの活用」「観点を明確にした協議」「授業

参観シートの活用」「ワークショップ型の協議」などに留意することで，より効率的，協

働的に研修を推進していくことができます。

資料１ 授業研究を中心とした研修の流れ

ユニバーサルデザインの視点を生かした

授業づくり研修のすすめ方

授業づくり研修について

Plan（計画）

Do（実施）

Check（評価）

Action（改善）

① 授業実践の計画

② 授業計画の検討

③ 授業実践

④ 授業協議会

⑤ 授業の改善

・授業構想シートの活用

・観点を明確にした協議

・授業参観シートの活用

・ワークショップ型の協議

Point1

Point2

Point3

Point4



61

□ Plan（計画）…授業実践の計画

授業実践の計画を立てる際，次頁に示しているような「授業構想シート」を活用するこ

とで，ユニバーサルデザインの視点を生かした授業を構想しやすくなります。

「授業構想シート」は，一単位時間の授業に焦点化した授業研究に取り組むことができ

るように，「本時のねらい」「主なねらいと学習活動」「ユニバーサルデザインの視点」に

ついて記入するようになってます。そのため，「授業構想シート」を作成することで，ユ

ニバーサルデザインの視点を生かした一単位時間の授業を構想することにつながるので

す。その際，以下の点に留意することが大切です。

□ 「本時のねらい」について

□ 「主なねらいと学習活動」について

□ 「ユニバーサルデザインの視点」について

Point1 授業構想シートの活用

○指導内容をできるだけ具体化する。

指導内容を具体化することが，本時のねらいを焦点化することにつなが

ります。「どんな」「どのように」と自問自答しながら，できるだけ言葉を

具体化していくことが大切です。

○学習指導要領の指導事項との関連を明確にする。

ユニバーサルデザインの授業においても，学習指導要領の指導事項を踏

まえることは必要不可欠です。

○学習活動のねらいを示す。

「～について考えを書く」「～について話し合う」といった学習活動を

示すだけでは，学習活動を通して児童生徒をどう高めようとしているのか

が分かりません。そのため，「～について話し合い，…を理解する。」とい

うように，学習活動のねらいを示すことが重要です。

○児童生徒に期待する反応例を示す。

児童生徒の反応例を示すことは，学習活動のねらいを具体化することに

つながります。その学習活動で期待する児童生徒の発言やノート等への記

述内容を想定し，シートに記入しておくことが大切です。

○必要に応じてユニバーサルデザインの視点を取り入れる。

ユニバーサルデザインの視点をすべての学習活動と対応させて記入する

必要はありません。本時の授業で，特に重視していることを選んで記入し

ておくことが，焦点化した授業研究をすすめることにつながります。
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資料２ 授業構想シート（記入有り）

※「授業構想シート」（p68）のデータは，付属のＣＤに収録しています。
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□ Plan（計画）…授業計画の検討

授業計画について教職員で検討することは，本時の授業について共通理解を図るととも

に，よりよい授業実践を行う上で大切なことです。しかし，授業計画を検討する時間には

限りがあるため，効率的，効果的に協議をすすめる必要があります。そのためには，観点

を絞って協議することが重要です。その際，特に重要なのは，授業者の提案に対する参加

者の質問や意見です。そこで，参加者が質問や意見を述べる際の観点を紹介します。

□ 本時のねらいの焦点化に向けて

□ 学習活動の構造化と焦点化に向けて

□ ユニバーサルデザインの視点を生かした支援の明確化に向けて

Point2 観点を明確にした協議

○本時のねらいを具体化する質問

・「○○とは，具体的にはどういうことですか？」

・「児童生徒がどのようなことが分かれば（できれば）よいのですか？」

・「前時までに学習した内容と本時で学習する内容には，どのような違い

があるのですか？」

○学習指導要領との関連を明確にする質問

・「本時のねらいは，学習指導要領のどの指導事項に当たるのですか？」

・「指導事項を具体化すると，なぜこのようなねらいになるのですか？」

○学習活動のねらいを具体化する質問

・「この学習活動では，児童生徒がどのようなことが分かれば（できれば）

よいのですか？」

・「この学習活動に取り組む際，教師はどんな発問をするのですか？」

・「児童生徒が学習活動に取り組む中で，どのような発言（記述）が見ら

れればよいのですか？」

○学習活動のつながりを明確にする質問

・「なぜ，この場面でそのような学習活動を行う必要があるのですか？」

・「なぜ，児童生徒がそのような学習活動に取り組もうとするのですか？」

○ユニバーサルデザインの視点を生かした支援を具体化する質問

・「何のためにそのような支援をするのですか？」

・「そのような支援をした場合としない場合では，児童生徒の学習活動に

どのような違いがあるのですか？」

・「どのような児童生徒の実態に基づいて，その支援をするのですか？」
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□ Do（実施）…授業実践

授業実践の場面では，「授業参観シート」を活用することで，授業を参観する視点の明

確化と共有化が図られ，授業後の協議会を効果的にすすめることができます。「授業参観

シート」には，「共通項目」と「個別項目」があり，「共通項目」はどの授業でも活用でき

ます。「個別項目」については，ユニバーサルデザインの視点を生かした本時の支援に応

じて設定します。

資料３ 授業参観シート

※「授業参観シート」（p69）のデータは，付属のＣＤに収録しています。

Point3 授業参観シートの活用

〔共通項目〕
全ての授業に共通す
る項目として設定

〔個別項目〕
ＵＤの視点を生かし
た本時の支援と対応
させて設定

〔記述欄〕
ＵＤの視点を生かし
授業構想の成果と課
題、改善策を記入
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□ Check（評価）…授業協議会

授業実践後には，授業協議会を通して，ユニバーサルデザインの視点を生かした授業の

成果と課題を明らかにしていきます。その際，「ワークショップ型の協議」を行うことで，

意見交流が活発になり，効果的に協議をすすめることができます。

１ ワークショップ型の協議に必要なもの

ワークショップ型の協議では，各グループごとに次のものを準備します。

・拡大した「授業構想シート」もしくは拡大した学習指導案

・付箋紙（２色） ・マジック（赤，青，黒）

それぞれのグループに，拡大した「授

業構想シート」や拡大した学習指導案を

準備することで，ユニバーサルデザイン

の視点に沿った協議をすすめることがで

きます。「授業構想シート」や学習指導案

には，それぞれの段階における学習活動

のねらいやユニバーサルデザインの視点

を生かした支援が示されています。その

ため，右の資料のように付箋紙を貼りな

がら意見を出し合うことで，ユニバーサ

ルデザインの視点に沿った協議をすすめ

ることができるのです。 資料４ 「授業構想シート」の活用

２ ワークショップ型の協議のすすめ方

（１）ユニバーサルデザインの視点に沿って成果と課題を付箋紙に書く。

まず，ユニバーサルデザインの視点を生かした支援につい

て，成果や課題だと感じたことを付箋紙に記入します。その

際，右の写真のように「授業参観シート」や授業後の板書を

準備しておくと，授業を振り返りやすくなります。

Point4 ワークショップ型の協議

ＵＤの視点
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（２）付箋紙を基にグループで意見を交流する。

次に，付箋紙を貼りながら各自の考えを出し合って

いきます。全員が貼り終えたら，付箋紙を操作しなが

ら考えを類型化していきます。

その際，共通する考えをマジックで囲み，タイトル

を付けると成果や課題を一般化することができます。

（３）全体で意見を交流する。

さらに，各グループで類型化した成果と課題を全

体の場で交流していきます。

その際，付箋紙を貼った「授業構想シート」を示

しながら説明すると，各グループで協議したことが

他のグループの参加者にも伝わりやすくなります。

（４）協議を振り返り，まとめをする。

ワークショップ型の協議では，各自の「振り返り」が重要になります。そのため，意

見交流を通して最終的に自分がどのように考えたのか，下の例のように自分の考えを記

述します。「授業参観シート」の記述欄に記入しておけば，授業記録として様々な場面

で活用することができます。

□ Action（改善）…授業の改善

授業の改善については，協議を通して明らかになった成果と課題を踏まえながら日常の

授業実践を行うことが大切になります。

学校の実態にもよりますが，実践した本時場面の授業を改善し，他の学級で同じ場面の

授業実践をすることで研修の効果をさらに高めることができます。
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ユニバーサルデザインの視点を生かした 

授業づくりのためのシート 

【資料】 

ユニバーサルデザインの視点を生かした授業構想シート 

ユニバーサルデザインの視点を生かした授業参観シート 

ユニバーサルデザインの視点を生かした授業基盤・授業運営シート
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授業構想シート 
【本時のねらい】※学習指導要領を踏まえる。指導内容を具体化し，ねらいを焦点化する。 

 

 

 

【本時の過程】※本時のねらいに迫っていけるように，子どもの思考の流れを想定する。 
段階 主なねらいと学習活動 ユニバーサルデザインの視点 

導
入 

  

 

 

 

 

 

 
※必要に応じて，シェア，ビジュアルの
視点を取り入れる。 

展
開 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

終
末 

  

 

 

 

 

 

＜めあて＞ ※子どもの意識をねらいに向けさせる。 

 

学習活動① ※段階のねらいに応じて活動を焦点化する。 

 

学習活動② 

 

学習活動 

 

 

注）学習活動の数は授業によって異なります。 

学習活動 

 

 

＜まとめ＞ 

 

視点： 

 

視点： 

 

視点： 

 

視点： 

 

視点： 

 

視点： 
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授業参観シート 
 

授業者 授業学級 教科 校時 記録者 

     

１ 次の質問について，当てはまる番号に○を付けてください。 

項  目 低←   評価   →高 

① 今回の授業は，分かりやすかったですか？       〔総合〕 １－２－３－４ 

② 児童生徒は，積極的にノートに考えを書いたり，自分の考えを述

べたりすることができましたか？           〔総合〕 
１－２－３－４ 

③ 本時のねらいは，具体的で分かりやすかったですか？ 

〔シンプル〕 
１－２－３－４ 

④ 教師の発問は，児童生徒の思考を促すものになっていましたか？                            

〔シンプル〕 
１－２－３－４ 

⑤ 児童生徒に見通しをもたせながら授業を進めていましたか？ 

                        〔クリア〕 
１－２－３－４ 

⑥ 児童生徒の意識がつながるような授業展開になっていましたか？ 

〔クリア〕 
１－２－３－４ 

⑦  １－２－３－４ 

⑧  １－２－３－４ 

⑨  １－２－３－４ 

 

２ ユニバーサルデザインの視点から，今日の授業に関する意見を記入してください。 
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授業基盤・授業運営シート 
 

項  目 低←   評価   →高 

① 掲示物は，シンプルにしている。特に教室前面や前面黒板には，

余分な掲示をしていない。 
１－２－３－４ 

② 教室の棚など，学習用具の整理整頓に努めている。また，所定の

場所が決められている。 
１－２－３－４ 

③ 黒板は，常にきれいである（黒板が白く汚れて，文字のコントラ

ストが弱まることはない）。 
１－２－３－４ 

④ 身の回りの物音や声等，雑音が少なくなるように配慮している。 
１－２－３－４ 

⑤ 「学習のきまり」（発表の仕方，学び方等）を掲示し，活用して

いる。 
１－２－３－４ 

⑥ 児童生徒の実態（見え方や聞こえ方，注意集中等）に応じて，座

席の位置を配慮している。 
１－２－３－４ 

⑦ 自己選択・自己決定の機会の設定など，児童生徒自身の行動に責

任をもたせる工夫をしている。 
１－２－３－４ 

⑧ 全ての児童生徒が認められる場を意図的に設定している。また，

具体例をあげながら褒めるようにしている。 
１－２－３－４ 

⑨ 児童生徒がエネルギーを発散させる場を作っている。あるいは，

行動を生産的な活動につなげるようにしている。 
１－２－３－４ 

⑩ 児童生徒が共同の目標に向かって役割を分担し，互いに協力して

実践する活動（係活動や学級会等）に取り組んでいる。 
１－２－３－４ 

⑪ 「学習の進め方」やスケジュールを示す等，１時間の授業の見通

しをもたせる工夫をしている。 
１－２－３－４ 

⑫ タイマーなどによる終わりの見通し,一度に行う問題数の配慮な

どを心掛けている。 
１－２－３－４ 

⑬ 指示や説明等のとき，一つの事柄を一つの文で話す。また，キー

ワード化や注目させる工夫を行っている 
１－２－３－４ 

⑭ 指示や説明等のとき，視覚的な方法（写真や絵図の利用）も併せ

て用いている。 
１－２－３－４ 

⑮ 板書は，ノートに対応した書式や文字の色（白と黄色主体），文字

の大きさ，文字の量に気を配っている。 
１－２－３－４ 

⑯ 拡大文字や行の間隔等，児童生徒の実態に応じた学習プリント等

の工夫を行っている。 
１－２－３－４ 

⑰ 具体物を用いた操作活動や作業等を取り入れた授業を行うように

心掛けている。 
１－２－３－４ 

⑱ 活動の進捗状況を確認できる「自己チェック表」などを活用して

いる。 
１－２－３－４ 

⑲ 話合いのポイントや手順を示し，友達との学びを共有しやすくし

ている。 
１－２－３－４ 

⑳ 発言できない児童生徒の考えを把握し，発表できる場を設けてい

る。 
１－２－３－４ 
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